
第 110回番組審議会議事録 
 

㈱ 中国コミュニケーションネットワーク 

 

◼ 開催日時 令和４年 12月８日（木）午前 11時 

 

◼ 開催場所 中国経済クラブ（中国新聞社８階） 

 

◼ 出 席 者 

① 委員側 

• 出席委員 ６人 

木 谷 健（比治山学園理事長） 

中山 正剛（広島大学スポーツセンター特任教授） 

中 川 圭（乳がん患者友の会きらら理事長） 

吉田 朋子（和奏光夜実行委員会代表） 

向 井 良（弁護士） 

片 山 学（中国新聞社文化担当部長） 

• 欠席委員 １人 

中川 元彗 (浄土真宗本願寺派善正寺住職) 

② 会社側 

社長兼放送局長  小見山 文男 

制作担当   渡 邊  康 美 

 

◼ 議 題 

• 開会あいさつ 

• 番組試聴「お口の健康広場デンタルパーク」 

• 番組の意見、感想 

• 訂正や苦情の報告と前回以降の業務報告 

• 質疑応答、その他 

◆ 番組試聴「お口の健康広場デンタルパーク」（11月 16日放送分） 

毎月第 1・３水曜日の「広島すまいるパフェ」で続く長寿コーナー番組(10分

程度)。広島市歯科医師会の医師が歯についてテーマごとに解説しています。今

回の放送テーマは「乳歯」です。 

＜番組に対する委員の意見・感想＞ 

• 歯がテーマなので、誰が聞いても興味深く聞くことができる番組だ。子育て

世代であろうが祖父母の世代であろうが、幅広いリスナーが引き付けられる

だろう。台本がしっかりしていて聞きやすい。 

• 健康はどの世代でも関心が高い。番組は 20年近く続いており、その時々の



新しい治験を紹介するなどしてきたと思う。出演する歯科医師とパーソナリ

ティーの質疑応対がきちんとしているため、分かりやすい。 

• 専門家が喋ると難しい言葉になるが、この番組の歯科医は平易な言葉で説明、

解説しており、非常に聞きやすい。無駄なく情報が伝えられている。 

• テレビと違って情報量が多い番組だと思う。ラジオの特長が生かされている。

子育てにも役立つため、これからも息の長い番組として継続してもらいたい。 

• 医師会が推進している「8020運動」につながる内容だ。もう一度聞きたい

と思うリスナーもいるかもしれない。新聞と連動して、放送内容を掲載する

手もあるだろう。 

◆ 訂正や苦情の報告と前回以降の業務報告 

• 訂正やリスナーから番組に関する苦情はありませんでした。 

• 「中国税理士会」や「広島県健康福祉局」などの短期コーナーを放送。さら

に、広島工業大学生によるラジオ放送「キャロットラジオ」も放送しました。 

 

以上 


